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岩手県のキリ樹上にみられるカメムシの種類

高橋健太郎・泉 憲 裕

A list of bugs observed on paulownia trees in Iwate Prefecture

Kentaro TAKAHASHI・Kenyu IZUMI

要　　旨

岩手県矢巾町のキリ健全木と岩手県岩泉町のキリてんぐ巣病罹病木において，寄生しているカメムシの種類を調

査した。健全木上では４科10種，罹病木上では５科17種のカメムシが確認された。クサギカメムシ，エゾアオカメ

ムシ，チャバネアオカメムシ，ハリカメムシ，ツマジロカメムシ，ツノアオカメムシ，モンキツノカメムシの３科

７種が健全木，罹病木の両方で確認された。
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はじめに

岩手県のキリは南部桐として有名であり，長いこと

農家経済安定の一助を果たしてきた。ところが，キリ

てんぐ巣病や腐らん病などいくつかの病害が発生し，

キリの健全な育成を阻害し問題となっている（佐藤，

1990）。キリてんぐ巣病は1963年に県内陸中部の石鳥谷

町で罹病木が初発見され，1977年に電子顕微鏡観察で

罹病木の 部にファイトプラズマが観察された（高

村・作山，1979）。本県の被害は西日本などの暖地にみ

られるような典型的なてんぐ巣症状（伸長叢生状）を

示さず，萎縮叢生状の被害形態をとる（高村ら，1982）。

そのため，目視による病徴発見は熟練を要して被害の

実態把握が困難であったが，遺伝子診断によるファイ

トプラズマの検出を行ったところ，県内広くキリてん

ぐ巣病が蔓延していることが判明した（吉川ら，1999）。

樹木のファイトプラズマ病の多くは樹液を吸汁する

半翅目昆虫によって媒介されている（楠木・塩見，

1995）。キリてんぐ巣病の媒介昆虫について，日本では

クサギカメムシ Halyomorpha mista（クサギカメムシの

学名は他にH.halys，H.brevis，H.picus などが混用され

ている）を用いた接種検定でキリ及びニチニチソウへ

の伝播を確認した例（塩澤，1986），同じくクサギカメ

ムシを用いた接種検定でニチニチソウへの伝播を確認

した例（中野ら，1997），韓国ではタバコメクラガメ

Cyrtopeltis tenuis を用いた接種検定でキリ，トウキン

センカ，アサガオへの伝播を確認した例（LA et al，

1968），および中国ではクサギカメムシを用いた接種検

定でキリへの伝播を確認した例（SHAO et al，1982）が

報告されている。

昆虫のファイトプラズマの保持を調査する場合，以

前は電子顕微鏡による観察や検定植物に対する接種に

よって調査していたため，多数の昆虫を調査するには

時間と労力を必要とした。そのため，クサギカメムシ

など一部の昆虫に対する調査は進んでいるものの，そ

の他の昆虫に対する調査は十分に進んでいない。その

ため筆者らは，クサギカメムシを媒介昆虫とする報告

を尊重しながら追試を行う一方，その他の昆虫も含め

たうえで予断なく探索を行う必要性を感じている。

媒介昆虫の探索を行うにあたり，J. G. LEACH（1940）

の提唱した４原則（①A close, although not necessarily

a constant, association of the insect with diseased

plants must be demonstrated.②It must be demon-

strated that the insect also regularly visits healthy

plants under conditions suitable for the transmission

of the disease.③The presence of the pathogen or virus

in or on the insect in nature or following visitation to a

diseased plant must be demonstrated.④The disease



must be produced experimentally by insect visitation

under controlled conditions with adequate checks.）を

満たす昆虫を探索することとした。

本報告では，LEACHの原則の１と２を満たすカメムシ

の種類，すなわち本県のキリの罹病木ならびに健全木

上に寄生するカメムシの種類について調査を行ったの

で報告する。

１　材料と方法

１.１　調査地および供試木

１.１.１　健全木の調査地

健全木上の調査は岩手県矢巾町煙山の岩手県林業技

術センター構内を調査地とした。調査地内には75本の

キリが４箇所にわかれて植栽されている。便宜上，A，

B，CおよびD区とするが，これらは別報（高橋ら，

2005）でクサギカメムシの発生消長調査を行った調査

区に同じである。このうち，C区とD区の計10本を調査

木とした。C区の樹高は2.9mである。単木でヒノキ林に

隣接している。D区の平均樹高は2.9mである。ヒノキと

アカマツ林に隣接して９本が立木間隔５m程度で植栽さ

れており，隣接木の枝葉はほとんど重なり合わない。B

区のキリは1995年に植栽されたものであるが，他の区

の植栽年度は不明である。しかしながら，調査地は

1992年に土地造成されていること，および樹高に大き

な差はないことから，C，D区もほぼ同じ樹齢であると

推定される。調査地のキリに枝枯れ等の衰退現象や奇

形花芽の発生など，キリてんぐ巣病の症状はみられな

い。本調査地において遺伝子診断は実施していないが，

病徴観察レベルにおいて，本調査地の調査木は健全木

と考えられる。

１.１.２　罹病木の調査地

罹病木上の調査は岩泉町の３箇所（穴沢，小本，尼

額）を調査地とした。これらの調査地は1991年から

1993年にかけて実生苗を植栽，台切りを行った場所で

ある。以後，不定芽の除去や圃場内の下草刈りなど通

常の管理を行ってきている。

穴沢調査地の平均胸高直径は18.4cm，平均樹高は

8.5mであり，0.11haに25本植栽されている（そのうち23

本調査）。小本調査地の平均胸高直径は12.6cm，平均樹

高は6.3mであり，0.10haに23本植栽されている。尼額調

査地の平均胸高直径は18.6cm，平均樹高は9.5mであり，

0.07haに28本植栽されている。

泉ら（2003）が，これらの調査地で1996年から1999

年にかけてキリてんぐ巣病の病徴を調査したところ，

1999年時点で全てのキリに何らかの病徴が発現してい

たので，本調査地の調査木は罹病木と考えられる。

１.２　調査方法

１.２.１　健全木上の調査

1999年８月４日から11月２日までの間の計18回，

2001年５月30日から10月４日までの間の計９回，脚立

を用いて地上高約４ｍまでの観察できる範囲全てのキ

リの葉の表裏，葉柄，枝および樹幹を丁寧に観察し，

カメムシの生息個体数を記録した。

１.２.２　罹病木上の調査

2001年は穴沢調査地において６月25日から11月２日

までの間の計６回，2002年は穴沢調査地と小本調査地

において６月27日から11月１日までの間の計８回と，

尼額調査地において８月６日と８月23日の計２回，柄

長６mの捕虫網でキリ樹冠をすくい取りカメムシ類を捕

獲して捕獲個体数を記録した。

２　結　　果

各カメムシの種類の年度ごとの総観察頭数を任意に

区分（総観察頭数30頭以上，30頭未満10頭以上，10頭

未満1頭以上の３段階）してとりまとめた。キリ健全木

上で観察されたカメムシの種類を表－１に，キリ罹病

木上で観察されたカメムシの種類を表－２に示す。健

全木上では４科10種のカメムシが，罹病木上では５科

17種のカメムシが観察された。健全木，罹病木ともに

クサギカメムシが最も優先して観察された。続いてエ

ゾアオカメムシ Palomena angulosa やチャバネアオカ

メムシ Plautia crossota stali などが多く観察された。

今回の調査ではこれら３種以外にハリカメムシ Cletus

rusticus，ツマジロカメムシ Menida violacea，ツノア

オカメムシ Pentatoma japonica，モンキツノカメムシ

Sastragala scutellata の３科７種が健全木，罹病木の両

方で観察された。

３　考　　察

中村（1995）は1992年７月および1993年７月から10

月に岩手県盛岡市と宮守村でキリ樹上の吸汁性昆虫を

調査し，5科16種のカメムシ類を捕獲した。ツノカメム

シ科の1種や，カメムシ科のトゲカメムシ，ツマジロカ

メムシ，クサギカメムシ，エゾアオカメムシなどが優

先して捕獲された。高村（1983）は1976年から1982年

の5月から10月に岩手県田野畑村と滝沢村でキリ樹上の

吸汁性昆虫を調査し，１科５種のカメムシ類を捕獲し
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表－１　キリ健全木上で観察されたカメムシの種類 表－２　キリ罹病木上で観察されたカメムシの種類

た。カメムシ科のツマジロカメムシやブチヒゲカメム

シなどが優先して捕獲された。また，他県では，中

村・小林（1961）は東京を中心とした関東地方でヒメ

イトカメムシ，クサギカメムシ，チャバネアオカメム

シを，塩澤・土崎（1992）は茨城県を中心とした関東

地方でクサギカメムシ，チャバネアオカメムシ，ヒメ

イトカメムシを観察している。さらに，韓国ではタバ

コメクラガメのほかに，クサギカメムシ，ブチヒゲカ

メムシがみられることが報告されている（LA，1968）。

カメムシ類には広食性のものも多く，調査地ごとの構

成種の違いは周囲の植生の違いにも影響を受けると考

えられる。今回の調査では健全木上では４科10種，罹

病木上では５科17種のカメムシが観察されているが，

調査事例を増やせば，さらに観察されるカメムシの種

類も増えると考えられる。同様に，今回の調査で健全

木，罹病木の両方で観察された３科７種のカメムシに

ついても調査事例を増やせば種類も増えると考えられ

るが，とりあえず今回確認された７種は原則２と原則

１を満たす種であるので，この７種の中に原則３と４

を満たす種が存在するか調査する必要がある。
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